
 

［成果情報名］被覆尿素の基肥播種溝施用による「せときらら」高タンパク化省力施肥法 

［要約］パン用小麦「せときらら」に対して、LP20 と LPS40 を 1：4 で配合した被覆尿素を

基肥として窒素成分で 20kg/10a 播種溝に施用し、分げつ期に高度化成を窒素成分で 5～

6kg/10a 追肥することで、収量と子実タンパク質含有率の高位安定化を図ることができる。 
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［背景・ねらい］ 

小麦の高タンパク化栽培では、パン用として 11.5%以上の子実タンパク質含有率を得る

ために 3～4 回の追肥を実施する施肥体系が一般的である。一方、施肥作業の省力化や肥効

の安定化を図るために肥効調節型肥料を用いた省力施肥技術が求められている。そこで、

パン用小麦「せときらら」において、収量と子実タンパク質含有率の高位安定化をめざし

た省力施肥体系を確立する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．品種「せときらら」を用いた被覆尿素単用試験（窒素成分 16g/㎡施用）において、リ

ニア型 LP20、LP30 では精子実重 600g/㎡以上確保可能であるが、子実タンパク質含有率

は 8.7～9.0％にとどまる。 

２．シグモイド型 LPS40 の全量基肥施用は、リニア型 LP20、LP30 に比べて収量性がやや劣

るものの、子実タンパク質含有率が 12％以上で施肥窒素利用率も高いことから、実肥代

替省力肥料成分として最も適合する（表 1） 

３．各種被覆尿素の溶出について、LP20 は出穂期以前にすべて溶出し、LPS40 は出穂期直

後から溶出率が高まり、5 月中に 80％が溶出する（図 1）。 

４．LP20 と LPS40 を 1：4 で配合し、播種溝に窒素成分 20kg/10a 全量局所施肥し、分げつ

期に高度化成を窒素成分で 5.6kg/10a 追肥する施肥体系を構築した（表 2）。 

５．穂肥と実肥を省略する改善区の施肥体系において、窒素肥料分の約８割を播種溝に被

覆尿素で局所施肥しているので作物体の生育が均一なだけでなく収量の区間差も小さく

なり、施肥回数を削減しながら、収量と子実タンパク質含有率の高位安定化を図ること

が可能となる（表 3） 

 

［成果の活用面、留意点］ 

１．この施肥体系は兵庫県南部で作付される「せときらら」等の高タンパク小麦に適用可

能である。  

２．本研究で用いた配合被覆尿素は、市販の単体被覆尿素を一定の割合で混合したもので

ある。  

３．被覆尿素の播種溝施用について、種子と同じ位置に被覆尿素が繰り出されるように、

施肥機から播種用作溝ディスク内に向けて誘導パイプを調整する。  

４．被覆尿素の肥効特性を発揮させるために、排水対策等の栽培管理を徹底する。  

 

  




